
北
九
州SDGs

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト

レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

（K
IEPS

）
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

の
取
り
組
み

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
産
学
官
連
携
本
部

米
澤

恵
一
朗

副
理
事
（
新
規
事
業
担
当
）
中
藤

良
久

九
州
工
業
大
学
は
、
主
幹
機
関
と
し
て

北
九
州
市
立
大
学
、
長
崎
大
学
、
株
式
会

社FFG

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
と
共
に
、
北
九
州SD

Gs

イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ

プ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（K

IEPS

）
を

設
立
し
た
。K

IEPS

は
、
北
九
州
市
が

「
モ
ノ
づ
く
り
」
で
培
っ
た
基
盤
技
術
を

ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、SD

Gs

で
挙
げ
ら

れ
る
課
題
解
決
と
技
術
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン

グ
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
実
現

す
る
。
九
州
工
業
大
学
は
、K

IEPS

で

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
次
な
る
成
長
戦

略
と
し
て
の
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創

出
を
強
力
に
推
し
進
め
て
い
く
。

九
州
工
業
大
学
の
本
部
が
所
在
す
る
北

九
州
市
は
、
令
和
２
年
７
月
に
内
閣
府
よ

り
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

拠
点
都
市
・
推
進
拠
点
都
市
」
に
選
定
さ

れ
た
。
こ
れ
は
、
文
部
科
学
省
、
経
済
産

業
省
及
び
各
関
係
省
庁
と
連
携
し
、
世
界

に
伍
す
る
日
本
型
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
拠
点
の
形
成
と
発
展
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
支
援
者
の
一
定

の
集
積
と
潜
在
力
を
有
す
る
都
市
に
お
い

て
、
地
方
自
治
体
、
大
学
、
民
間
組
織
等

が
策
定
し
た
拠
点
形
成
計
画
を
認
定
し
、

選
ば
れ
た
都
市
に
対
し
て
、
文
部
科
学
省
、

経
済
産
業
省
は
じ
め
各
省
庁
と
連
携
し
て

国
の
補
助
事
業
、
海
外
展
開
支
援
、
規
制

緩
和
等
を
積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

北
九
州
市
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ

シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
・
推
進
拠
点
都
市
の

選
定
を
受
け
、
九
州
工
業
大
学
は
、
主
幹

機
関
と
し
て
、
北
九
州SD

Gs

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
＆
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（K

IEPS

）
を
国
立

研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
の
社

会
還
元
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（SCO

RE

（
大

学
推
進
型

拠
点
都
市
環
境
整
備
型
））

の
採
択
を
機
に
２
０
２
１
年
春
に
設
立
し

た
。（
図
１
）

K
IEPS

は
、
北
九
州
市
が
「
モ
ノ
づ

く
り
」
で
培
っ
た
基
盤
技
術
を
ベ
ー
ス
に

し
な
が
ら
、SD

Gs

で
挙
げ
ら
れ
る
課
題

解
決
と
技
術
シ
ー
ズ
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
目
的
と
し
て
、

北
部
九
州
に
拠
点
を
持
つ
九
州
工
業
大
学
、

北
九
州
市
立
大
学
、
長
崎
大
学
、
そ
れ
に

加
え
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
を
目
的

と
し
た
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
豊
富
な
運
用
経
験
を
持
つ
株
式
会
社

FFG

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
（FV

P

）
に
よ
り
現
在
構
成
さ

れ
て
い
る
。K

IEPS

は
、
北
九
州
市
が

産
業
的
に
強
み
を
持
つ
「
ロ
ボ
ッ
ト
・
環

境
」
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（D

X

）

を
起
こ
す
こ
と
で
、
既
存
産
業
を
変
革
し
、

顧
客
志
向
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
可

能
と
す
る
新
た
な
産
業
の
育
成
を
支
援
、

既
存
産
業
の
変
革
を
実
践
で
き
る
技
術
・

人
材
供
給
の
場
へ
と
な
る
こ
と
を
目
指
し

図１ ２０２１年７月２６日KIEPSキックオフシンポジウム開催
左から長崎大学永安理事、北九州市立大学龍副学長、

北橋北九州市長、九州工業大学尾家学長、
九州工業大学三谷理事、FVP福田社長
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て
い
る
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・

エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
・
グ
ロ
ー
バ
ル

拠
点
都
市
に
選
定
さ
れ
た
福
岡
市
に
、
九

州
大
学
を
主
幹
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
た

GA
P
N
EX
T

と
密
な
連
携
の
も
と
九
州

全
域
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ

ム
の
創
出
も
目
指
し
て
い
る
。

図
２
に
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
全

体
像
を
示
す
。K

IEPS

は
、（
１
）起
業

活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
、（
２
）起

業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
指

導
・
支
援
人
材
の
育
成
等
、（
３
）起
業
環

境
の
整
備
、（
４
）プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
内

外
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
の
４
つ
の
柱

を
軸
に
現
在
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

（
１
）で
は
、
①FV

P

が
持
つ
、
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

JST

・ST
A
RT

事
業
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
と

し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
（
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
方

式
等
）
を
活
か
し
た
、
起
業
活
動
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
、
②
外
部
の
専
門
家
の

参
画
に
よ
る
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
う

体
制
を
構
築
す
る
と
同
時
に
、
経
営
者
人

材
を
発
掘
す
る
体
制
の
構
築
を
中
心
に
進

め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
起
業
に
意
欲

的
に
取
り
組
む
教
員
等
の
自
己
の
研
究
成

果
に
基
づ
く
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
創
出

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

K
IEPS

起
業
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
・

GA
P

フ
ァ
ン
ド
（
１
件
総
額
650
万
円
）

の
公
募
をK

IEPS

に
所
属
す
る
３
大
学

に
対
し
て
行
っ
た
。
こ
こ
で
、GA

P

フ
ァ

ン
ド
と
は
、
大
学
等
の
研
究
成
果
が
商
業

的
に
価
値
あ
る
も
の
か
検
証
す
る
た
め
の 図３ 起業活動支援プログラムの概要

図２ KIEPSの全体像
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追
加
的
研
究
や
試
作
品
開
発
等
に
供
給
す

る
資
金
の
こ
と
で
、
研
究
開
発
・
検
証
と

民
間
投
資
ま
で
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
資

金
を
い
う
。
図
３
に
は
、
起
業
活
動
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概
要
を
示
す
。
今
年
度
は
、

３
大
学
か
ら
８
件
の
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
採
択
し
た
。
起
業
活
動
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
試
作
品
の
市
場
に
お

け
る
反
応
な
ど
を
整
理
し
、
起
業
の
た
め

に
必
要
な
項
目
を
ス
テ
ー
ジ
ゲ
ー
ト
方
式

に
よ
り
洗
い
出
す
と
共
に
、
初
期
の
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
３
月
に
は
企
業

や
投
資
家
を
集
め
た
、
デ
モ
デ
イ
を
開
催

す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
デ
モ
デ

イ
は
、
福
岡
市
のGA

P
N
EX
T

と
共
催

し
、ST

A
RT

事
業
プ
ロ
モ
ー
タ
ー
を
始

め
と
す
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
に
多

数
参
加
し
て
も
ら
う
予
定
で
あ
り
、
こ
れ

が
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
地
域
に
定
着
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

（
２
）で
は
、
①
各
大
学
の
研
究
者
や
ス

タ
ッ
フ
に
対
し
て
、
起
業
家
を
育
成
・
支

援
す
る
た
め
の
方
法
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
指
導

（
指
導
・
支
援
人
材
の
育
成
）、
②
各
大

学
の
研
究
者
、
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
学
生
を

想
定
し
た
、
起
業
家
と
し
て
学
べ
る
起
業

家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
基
礎
コ
ー
ス
・
応

用
コ
ー
ス
・
実
践
コ
ー
ス
の
３
ス
テ
ッ

プ
）（
図
４
）
の
提
供
を
中
心
に
進
め
て

い
る
。起
業
家
精
神（
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
）
が
最
大
限
に
醸
成
さ
れ
、
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
人

材
を
育
成
す
る
た
め
、K

IEPS

参
画
機

関
の
特
色
や
強
み
を
活
か
し
、
動
機
付

け
・
意
識
醸
成
か
ら
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

形
成
、
社
会
実
践
に
至
る
ま
で
段
階
的
に

起
業
家
教
育
を
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
こ
のK
IEPS

ア
ン
ト
レ
プ

レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

K
IEPS

に
参
画
す
る
大
学
等
を
中
心
と

し
て
関
連
機
関
の
学
生
や
研
究
者
等
が
利

用
可
能
な
、K

IEPS

ア
ー
カ
イ
ブ
シ
ス

テ
ム
（
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
シ
ス
テ

ム
）
上
に
、
参
画
大
学
が
実
施
し
て
い
る

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
人
材
育
成
関

連
の
講
義
・
演
習
の
テ
キ
ス
ト
や
動
画
コ

ン
テ
ン
ツ
の
う
ち
、K

IEPS

に
提
供
可

能
な
も
の
を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
蓄
積
し
、

K
IEPS

関
係
機
関
で
受
講
を
希
望
す
る

学
部
生
・
大
学
院
生
・
研
究
者
・
教
職
員

等
が
、
遠
隔
で
ア
ク
セ
ス
し
学
習
で
き
る

環
境
を
構
築
す
る
（
本
格
稼
働
は
２
０

２
２
年
度
以
降
を
予
定
）。
ま
た
、
北
九

州
市SD

Gs

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ

ス
テ
ム
拠
点
都
市
内
の
他
大
学
・
高
専
の

学
生
、
研
究
者
、
教
職
員
を
対
象
と
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
起
業
を
目
指
す
社
会
人

や
新
事
業
創
造
に
取
り
組
む
企
業
若
手
人

材
を
対
象
と
す
る
社
会
人
向
け
履
修
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
開
発
・
運
営
も
行
い
、
受
講
者

の
裾
野
拡
大
を
目
指
し
て
い
く
。

（
３
）で
は
、
①
各
地
区
に
あ
る
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
オ
ー
プ
ン
ス

ペ
ー
ス
等
の
新
設
・
改
修
を
進
め
、
産
学

官
連
携
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
拠
点
を
形

成
し
、
大
学
の
垣
根
を
越
え
て
活
用
で
き

る
仕
組
み
を
構
築
、
②
３
大
学
の
学
生
や

研
究
者
等
が
利
用
可
能
なK

IEPS

ア
ー

カ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
授
業
や
演

習
等
の
動
画
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ア
ー
カ
イ
ブ

化
し
て
蓄
積
し
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
受
講
可

能
な
学
習
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
中
心

に
進
め
て
い
る
。

さ
ら
に
機
能
面
で
は
、
学
生
や
研
究
者

が
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
を
修

学
課
程
の
な
か
で
ス
ム
ー
ズ
に
受
講
で
き
、

習
得
す
る
知
識
と
ス
キ
ル
を
試
せ
る「
場
」、

起
業
に
必
要
な
情
報
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

共
有
す
る
「
場
」、
商
材
の
開
発
に
必
要

な
設
備
・
装
置
を
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
サ

ポ
ー
ト
付
き
で
利
用
で
き
る
仕
組
み
の
整

備
を
進
め
て
い
る
。
九
州
工
業
大
学
で
も
、

戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
にGY

M
LA
BO

、
飯

塚
キ
ャ
ン
パ
ス
に
共
創
空
間
を
２
０
２
２

年
春
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
整
備
中
で
あ
り
、

K
IEPS

の
活
動
拠
点
と
し
て
の
活
用
も

期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
で
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
財
的
な
自
立
が

課
題
と
な
る
。
拠
点
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

商
材
や
研
究
シ
ー
ズ
を
、
積
極
的
に
事
業

化
に
つ
な
げ
、
収
益
化
で
き
る
「
営
業
」

の
機
能
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
拠
点
を
事
業
体
と
み
な
し
た
組
織

図４ 起業家育成プログラムの概要
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形
成
が
必
要
で
あ
り
、
起
業
環
境
の
整
備

面
に
お
い
て
も
、「
投
資
」、「
コ
ス
ト
」、「
収

益
」
の
観
点
で
計
画
や
ル
ー
ル
化
が
整
理

さ
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
４
）で
は
、
①
拠
点
都
市
で
あ
る
北
九

州
市
と
連
携
し
て
、
北
部
九
州
で
の
起
業

家
育
成
支
援
お
よ
び
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創

出
へ
の
貢
献

②
福
岡
市
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
あ
るGA

P
N
EX
T

と
の
連

携
強
化
を
図
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
の
た

め
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
形
成
を
中
心
に
進
め

て
い
る
。K

IEPS

で
は
、
先
に
述
べ
た

よ
う
に
、
起
業
活
動
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

起
業
家
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
行
う

が
、
そ
れ
に
加
え
、
大
学
の
研
究
シ
ー
ズ

が
事
業
化
で
経
る
べ
き
各
ス
テ
ー
ジ
（
教

育
・
研
究
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
、
市
場

テ
ス
ト
・
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
、
起
業
、
資
金

調
達
・
成
長
支
援
）
を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
メ
ン
タ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
こ
れ
らK

IEPS

が
提

供
す
る
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
北
九
州
市
が
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
拠
点
都
市
と
し
て
推
進
す

る
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
有
機
的
な
接
続
を

行
う
こ
と
で
、K

IEPS

で
創
出
さ
れ
た

シ
ー
ズ
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
事
業
化
、
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
が
可
能
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
拠
点
都
市
の

北
九
州
市
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
北
部
九
州

一
体
と
な
り
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
環
境

を
醸
成
し
て
い
く
。ま
た
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
形
成
に
は
、
学
生

に
よ
る
積
極
的
な
起
業
活
動
も
鍵
と
な
る
。

そ
こ
で
、K

IEPS

で
は
学
生
を
対
象
と

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
積

極
的
に
開
催
す
る
。
さ
ら
に
、
特
に
優
れ

た
ア
イ
デ
ア
を
持
つ
学
生
に
は
、
北
九
州

市
が
実
施
す
る
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
開
発
ま
で

の
支
援
を
特
徴
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
トIoT

M
aker’s

Project

に

参
加
さ
せ
る
こ
と
で
地
域
一
帯
と
な
っ
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
を
実
現
し
て
い
く

こ
と
も
目
指
し
て
い
る
。

ま
と
め

九
州
工
業
大
学
で
は
、
大
学
か
ら
創
出

さ
れ
た
技
術
の
社
会
実
装
を
進
め
る
た
め

に
、
こ
れ
ま
で
組
織
対
組
織
の
産
学
連
携

を
志
向
し
た
共
同
研
究
講
座
等
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
産
学
官
連
携
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
企
業
へ
の
技
術
移
転
を
推
進
し

て
き
た
。こ
れ
に
よ
り
、２
０
２
０
年
度
で

は
、
共
同
・
受
託
研
究
受
入
金
額
が
過
去

最
高
額
と
な
る
な
ど
、
そ
の
結
果
が
着
実

に
現
れ
て
き
て
い
る
。
さ
ら
な
る
成
長
戦

略
と
し
て
、
今
後
九
州
工
業
大
学
は
、
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
創
出
支
援
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
。
現
在
、
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
に

整
備
中
のGY

M
LA
BO

や
飯
塚
キ
ャ

ン
パ
ス
に
整
備
中
の
共
創
空
間
な
ど
の
設

備
も
積
極
的
に
活
用
し
て
い
く
。
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
都
市
に

採
択
さ
れ
た
北
九
州
市
と
も
連
携
し
、
九

州
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム

実
現
を
目
指
す
。
北
部
九
州
一
体
と
な
っ

た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
創
出
環
境
の
醸
成
を

進
め
る
た
め
に
、
九
州
工
業
大
学
は
、
中

心
機
関
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
貢
献
し
て

い
く
。

図５ KIEPSメンター・ネットワークと北九州市SDGsスタート
アップエコシステムコンソーシアム他との連携概要
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旧
体
育
館
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト：

「GY
M

LA
BO

〜
歴
史
の
継
承
と
新
し
い
技
術
・

交
わ
り
の
形
成
拠
点
〜
」
が
生
み
出
す
新

た
な
産
学
官
共
創

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
機
構
産
学
官
連
携
本
部

米
澤

恵
一
朗

九
州
工
業
大
学
は
、
創
立
110
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、
長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
た

旧
体
育
館
を
大
胆
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

産
学
官
の
共
創
活
動
の
拠
点
「GY

M
LA
BO

（
ジ
ム
ラ
ボ
）」
と
し
て
再
生
さ

せ
る
。GY

M
LA
BO

は
、「
歴
史
の
継

承
と
新
し
い
技
術
・
交
わ
り
の
形
成
拠

点
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
九
州
工
業
大
学

の
今
を
体
現
す
る
学
生
と
歴
史
を
紡
い
で

き
た
卒
業
生
と
の
交
わ
り
を
基
軸
に
新
た

な
産
学
官
共
創
を
創
出
し
て
い
く
。

九
州
工
業
大
学
で
は
、「
学
内
で
生
み

出
さ
れ
た
人
材
・
技
術
・
設
備
の
よ
り
良

い
活
用
」、「
こ
れ
か
ら
の
大
学
に
求
め
ら

れ
る
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
を
巻
き
こ

ん
だ
拠
点
形
成
」
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

り
教
育
研
究
活
動
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
２
０
１
９
年
度
の
民
間
企
業
と

の
共
同
研
究
に
伴
う
研
究
者
１
人
当
た
り

の
研
究
費
受
入
額
が
第
４
位
に
な
る
な
ど
、

そ
の
成
果
は
着
実
に
表
れ
て
き
て
い
る
。

さ
ら
な
る
本
学
の
活
性
化
の
た
め
に
、

我
々
は
110
周
年
を
起
点
に
、
こ
れ
か
ら
の

九
州
工
業
大
学
が
創
出
す
べ
き
産
学
官
共

創
の
あ
る
べ
き
姿
を
描
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
学
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
発

足
さ
せ
、
２
年
に
わ
た
り
学
内
外
と
の
多

様
な
意
見
交
換
を
通
し
て
検
討
を
進
め
て

き
た
。

そ
の
一
つ
の
答
え
と
し
て
、
九
州
工
業

大
学
が
持
つ
人
材
・
技
術
・
設
備
の
有
機

的
な
交
わ
り
を
形
成
す
る
産
学
官
共
創
拠

点
（
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
）
を
戸
畑

キ
ャ
ン
パ
ス
、
飯
塚
キ
ャ
ン
パ
ス
そ
れ
ぞ

れ
に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
結
論
に
至
り
、「
歴
史
の
継
承
と
新
し

い
技
術
・
交
わ
り
の
形
成
拠
点：

GY
M

LA
BO

（
戸
畑
）」
と
「
つ
な
が
る
こ
と

で
生
ま
れ
る
シ
ナ
ジ
ー
効
果
に
よ
る
共
創

の
場
（
飯
塚
）」
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
た

旧
体
育
館
を
大
胆
に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、

GY
M
LA
BO

と
し
て
再
生
さ
せ
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
こ
のGY

M
LA
BO

に
は
、
次
の
５
つ
の
機
能
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
た

な
九
州
工
業
大
学
型
産
学
官
共
創
モ
デ
ル

を
構
築
す
る
。

◇
九
州
工
業
大
学
が
持
つ
知
識
・
技
術
・

設
備
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
交
わ
り

の
形
成
拠
点
と
し
て
の
機
能

◇
九
州
工
業
大
学
が
長
い
歴
史
の
中
で

培
っ
て
き
た
知
見
・
技
術
と
の
接
点
と

な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
整
備

◇
リ
ア
ル
と
バ
ー
チ
ャ
ル
（
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議

等
の
環
境
整
備
）
の
融
合
空
間
で
、
産

学
官
一
体
と
な
っ
た
共
創
活
動
を
実
現

◇
九
州
工
業
大
学
が
生
み
出
し
た
技
術

シ
ー
ズ
を
社
会
実
装
す
る
た
め
の
事
業

化
支
援

◇
九
州
工
業
大
学
が
持
つ
知
識
・
技
術
・

設
備
を
基
に
し
た
、
企
業
が
持
つ
技
術

課
題
の
解
決
策
の
提
案

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
、GY

M
LA
BO

の
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
は
単
純
明

快
で
あ
る
。「
人
材
・
知
識
・
技
術
・
設

備
」
の
有
機
的
な
交
わ
り
は
、
そ
の
形
も

多
様
で
あ
り
、
答
え
が
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、「
人
材
・
知
識
・
技
術
・
設
備
」
の

有
機
的
な
交
わ
り
を
創
出
す
るGY

M
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LA
BO

は
、
そ
れ
ら
の
創
出
効
果
を
無

限
に
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
設
備
も
機
能
も

オ
ー
プ
ン
に
そ
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
利

用
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い

る
。
特
に
１
階
は
、
フ
ロ
ア
の
大
部
分
を

オ
ー
プ
ン
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
、
什
器
も
す
べ
て
可
動
式
と
し
、

自
由
に
配
置
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、

活
用
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
多
様
に
空
間
を

変
化
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

図
１
を
も
と
に
、GY

M
LA
BO

の
フ

ロ
ア
ゾ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

１
階
部
は
、
そ
の
中
心
に
オ
ー
プ
ン
で

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
交
わ
り
を
創
出
す
る
た

め
の
ア
ゴ
ラ
を
構
え
、
メ
イ
ン
ゲ
ー
ト
の

あ
る
西
側
に
は
、
九
州
工
業
大
学
が
長
い

歴
史
の
中
で
培
っ
て
き
た
知
見
・
技
術
と

の
接
点
と
な
る
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
す

る
。
さ
ら
に
、
ア
ゴ
ラ
の
南
西
に
位
置
す

る
螺
旋
階
段
そ
ば
に
は
、
創
立
50
周
年
で

寄
贈
さ
れ
、
九
州
工
業
大
学
の
歴
史
を
紡

い
で
き
た
ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
ー
の
ピ
ア

ノ
を
設
置
す
る
。
北
側
・
東
側
に
は
、
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

を
設
け
、
多
様
な
活
用
を
可
能
と
す
る
。

２
階
は
ア
ゴ
ラ
を
ぐ
る
っ
と
囲
む
よ
う

に
、
東
側
に
会
議
・
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス
、

北
側
に
企
業
向
け
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
、

西
側
に
個
人
で
も
利
用
可
能
な
作
業
ス

ペ
ー
ス
を
整
備
す
る
。

さ
ら
に
１
階
と
２
階
を
接
続
す
る
た
め

に
、
北
側
と
東
側
に
は
、
談
話
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
も
利
用
可
能
な
大
き
な
階
段
を
設

置
す
る
。
こ
のGY

M
LA
BO

ス
テ
ッ

プ
ス
を
席
と
し
て
利
用
す
れ
ば
、
１
階
フ

ロ
ア
全
体
を
ス
タ
ジ
ア
ム
の
よ
う
に
活
用

し
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
も
可
能
と

な
る
。

こ
のGY

M
LA
BO

の
基
本
設
計
は
、

本
学
大
学
院
工
学
研
究
院
建
設
社
会
工
学

研
究
系
の
伊
東
啓
太
郎
教
授
、
佐
久
間
治

教
授
（
現
九
州
女
子
大
学
）、
須
藤
朋
美

助
教
、
石
塚
直
登
助
教
ら
に
よ
り
行
わ
れ

た
。
設
計
面
か
らGY

M
LA
BO

に
込

め
た
思
い
を
い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

図
１
の
図
面
か
ら
、
２
階
部
が
特
徴
的

図１ GYM LABOの１階、２階のフロアゾーニング
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な
曲
率
を
も
つ
曲
線
を
有
す
る
こ
と
が
わ

か
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
旧
体
育
館
の
外

観
（
図
２
）
が
持
つ
黄
金
比
（1：

1.618

）

か
ら
導
か
れ
た
曲
率
と
曲
線
を
も
と
に
、

ぐ
る
っ
と
一
周
す
る
２
階
を
構
成
し
、
そ

こ
か
ら
１
階
中
央
の
活
動
の
中
心
と
な
る

ア
ゴ
ラ
と
を
有
機
的
に
接
続
す
る
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
既
存
の
旧
体

育
館
の
壁
面
を
活
か
し
な
が
ら
も
、
一
部

を
開
放
す
る
こ
と
で
、
南
側
に
在
る
グ
ラ

ウ
ン
ド
空
間
と
の
連
続
性
を
図
る
と
共
に
、

西
側
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
内
部
の
活
動
の

可
視
化
を
考
え
て
計
画
・
設
計
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、GY

M
LA
BO

の
内

と
外
を
オ
ー
プ
ン
に
そ
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
に
接
続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
多

様
な
居
場
所
を
創
出
し
、
利
用
者
の
活
発

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
誘
発
す
る
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
は
、GY

M
LA
BO

が
生
み

出
す
新
た
な
交
わ
り
創
出
の
た
め
の
施
策

に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
①
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
交
わ
り
、
②
関
わ
り
の
交
わ
り
、

③
共
創
ご
と
の
交
わ
り
の
３
ス
テ
ッ
プ

（
図
３
）
に
よ
る
正
の
サ
イ
ク
ル
を
生
み

出
す
こ
と
で
、GY

M
LA
BO

を
交
わ
り

の
形
成
拠
点
と
し
て
機
能
さ
せ
る
。
①
で

は
、
施
設
設
備
や
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
を
通
じ
て
、
人
と
そ

の
人
の
思
い
か
ら
く
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
交
わ
る
機
会
を
生
み
出
す
。
②

で
は
、
単
発
的
・
刹
那
的
な
関
わ
り
で
は

な
く
、
持
続
的
に
関
わ
り
を
産
み
出
す
た

め
に
、
さ
ら
に
そ
の
関
わ
り
が
交
わ
り
だ

す
た
め
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ー
ル
も
駆
使

し
な
が
ら
機
会
を
生
み
出
す
。
③
で
は
、

個
と
個
の
共
創
か
ら
、
チ
ー
ム
と
チ
ー
ム

の
共
創
へ
と
背
中
を
押
す
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
学
内
の
既
存
の
取
り
組
み
と
の
連
動

を
仕
掛
け
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
、
個
の

内
側
に
あ
る
ア
イ
デ
ア
が
組
織
と
し
て
の

ア
イ
デ
ア
に
発
展
し
共
創
活
動
が
生
ま
れ

る
よ
う
な
多
様
な
交
わ
り
の
創
出
を
運
営

側
で
も
積
極
的
に
仕
掛
け
て
い
く
。
さ
ら

に
、
九
州
工
業
大
学
が
進
め
る
未
来
思
考

キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
と
連
動
し
、GY

M
LA
BO

内
で
もBeyond5G

時
代
の
社

会
的
・
技
術
的
ニ
ー
ズ
を
検
証
可
能
な
テ

ス
ト
ベ
ッ
ド
を
構
築
す
る
な
ど
次
世
代
技

術
の
実
証
も
可
能
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

近
未
来
を
体
感
し
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
こ
と
の
で
き
る
、
工

学
系
大
学
で
あ
る
九
州
工
業
大
学
ら
し
い
、

図３ GYM LABOが生み出す交わりの３ステップ

図２ 旧体育館の外観（右上）、
旧体育館の縦横比から導き出される黄金比、伊東啓太郎教授著（左上）、
GYM LABOの内観イメージ（下）
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共
創
空
間
を
演
出
し
て
い
く
。

九
州
工
業
大
学
は
、
こ
れ
か
ら
の
ビ

ジ
ョ
ン
と
し
て
、
次
の
２
つ
を
掲
げ
て
い

る
。
①
産
学
官
金
・
国
際
・
社
会
・
地
域

な
ど
と
の
多
様
な
連
携
と
対
話
を
通
じ
て

学
生
と
一
緒
に
教
職
員
も
成
長
し
、
変
化

に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
技
術
者
を
九
州
工

業
大
学
の
構
成
員
全
員
で
育
て
る
。
②
多

く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
が
現
実
と
仮
想
に

集
え
る
キ
ャ
ン
パ
ス
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
じ
て
地
域
・
社

会
・
世
界
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
変
化
を

知
り
、
先
取
り
し
、
変
化
に
対
応
で
き
る

組
織
に
す
る
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、

110
周
年
を
起
点
と
し
た
、
新
た
な
産
学
官

共
創
モ
デ
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
、
我
々

は
、
改
め
て
九
州
工
業
大
学
が
紡
い
で
き

た
歴
史
、
そ
し
て
、
卒
業
生
と
の
繋
が
り

に
期
待
を
し
て
い
る
。
国
立
大
学
法
人
九

州
工
業
大
学
は
、
ご
存
じ
の
通
り
私
学
明

治
専
門
学
校
と
し
て
、
北
九
州
、
戸
畑
の

地
に
開
学
以
来
、
百
余
年
の
歴
史
を
持
つ

大
学
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
素
晴
ら

し
い
技
術
者
を
社
会
に
輩
出
し
て
き
た
。

こ
の
九
州
工
業
大
学
の
歴
史
を
紡
い
で
き

た
卒
業
生
と
九
州
工
業
大
学
の
今
を
体
現

す
る
学
生
と
の
多
様
な
交
わ
り
を
生
み
出

す
こ
と
こ
そ
が
、
110
周
年
を
起
点
に
新
た

に
創
出
す
る
九
州
工
業
大
学
型
産
学
官
共

創
モ
デ
ル
の
基
軸
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

卒
業
生
が
ふ
ら
っ
とGY

M
LA
BO

を

訪
ね
る
と
、
活
発
に
活
動
に
取
り
組
む
多

様
な
学
生
に
出
会
え
る
。
そ
こ
で
発
生
す

る
ふ
と
し
た
交
流
か
ら
、
社
会
で
活
躍
す

る
卒
業
生
は
、
九
州
工
業
大
学
の
持
つ
最

新
技
術
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
九
州
工
業

大
学
の
技
術
か
ら
着
想
し
た
新
た
な
企
画

が
生
ま
れ
る
。
一
方
学
生
は
、
卒
業
生
を

通
じ
て
企
業
活
動
を
始
め
と
す
る
社
会
を

知
り
、
自
分
ら
し
い
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を

描
く
き
っ
か
け
に
な
る
、
そ
ん
なGY

M
LA
BO

を
実
現
す
る
こ
と
で
、
自
発
的

に
新
た
な
共
創
が
生
ま
れ
る
拠
点
に
な
る

と
考
え
る
。
設
備
も
機
能
も
オ
ー
プ
ン
に

そ
し
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
利
用
が
可
能
な

GY
M
LA
BO

だ
か
ら
こ
そ
、
型
に
は
ま

ら
な
い
「
人
材
・
知
識
・
技
術
・
設
備
」

の
有
機
的
な
交
わ
り
を
基
に
し
た
産
学
官

共
創
の
創
出
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。

ま
と
め

GY
M
LA
BO

（
ジ
ム
ラ
ボ
）
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
、
人
材
、
知
識
、
技
術
、
設

備
な
ど
を
有
機
的
に
結
び
つ
け
る
交
わ
り

の
形
成
拠
点
と
し
て
、
２
０
２
２
年
春
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。
本
学
か
ら
生
ま
れ
る
知

を
接
続
し
、
組
み
合
わ
せ
、
さ
ら
に
は
世

界
を
見
据
え
、
未
来
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
若
い
人
材
を
起
点
に
、
社
会
と
の
多

様
な
共
創
活
動
を
生
み
出
し
て
い
く
。
ぜ

ひ
、
九
州
工
業
大
学
の
新
た
な
産
学
官
共

創
の
拠
点
と
な
るGY

M
LA
BO

の
活

性
化
の
一
翼
を
卒
業
生
の
皆
様
に
も
担
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
九
州
工
業
大
学
は
、

交
わ
り
の
形
成
拠
点
と
な
るGY

M
LA
BO

か
ら
産
官
学
一
体
と
な
っ
た
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
ま
す
ま
す
貢
献

し
て
い
く
。

G
Y
M
LA
B
O

の
施
設
概
要

■
九
州
工
業
大
学
の
共
創
パ
ー
ト
ナ
ー

（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
会
員
）
が
利
用

可
能

•
学
内
関
係
者
は
自
由
に
利
用
可
能

•
学
外
利
用
者
は
、
有
料
会
員
制
（
企
業

単
位
、
個
人
単
位
）

■
運
営
は
専
門
家
に
外
部
委
託
予
定
。
単

な
る
場
所
貸
し
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン

ト
企
画
・
運
営
ま
で
対
応
。
ま
た
、
場

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
可
視
化
す
る
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
導
入
し
、
場
の
活
性
化

を
加
速
。

■
設
備
概
要

•
総
面
積：

１
、８
９
２
㎡

•
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
唯
一
の
学
外
利
用
者

用
のW

i-Fi

環
境
整
備

•
常
時
60
名
以
上
が
利
用
で
き
る
オ
ー
プ

ン
エ
リ
ア

•
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
200
名
以
上
が
収

容
可
能

•
企
業
向
け
レ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
（
21
・

５
㎡
）
を
３
部
屋
用
意

•
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
を
用
意

６
名
用
会
議
ス
ペ
ー
ス

５
部
屋

８
名
会
議
ス
ペ
ー
ス

１
部
屋

30
名
用
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス

１
部
屋

45
名
用
セ
ミ
ナ
ー
ス
ペ
ー
ス

１
部
屋

•
そ
の
他
個
人
席
18
席
、
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー

ス
等
を
整
備
。
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